
2024年
12月

25日
発
行
　
第
1巻
第
1号「

通
巻
1号
」

発
行
／
公
益
財
団
法
人
沖
縄
県
畜
産
振
興
公
社
 　
〒
900-0024  沖

縄
県
那
覇
市
古
波
蔵
一
丁
目
24番

27号
 沖
縄
畜
産
振
興
支
援
セ
ン
タ
ー
2階

    TEL. 098-855-1129 沖縄県畜産振興公社について

沖縄県畜産振興公社は、家畜及び畜産物の価格安定対策、生産振興、流通合理化、畜産経営体の経営安定、
生産性向上及び家畜防疫に関する事業とともに、畜産物の消費促進に関する事業を行い、畜産及びその関連
産業の健全な発展を促進し、併せて県民の食生活の安定的向上に寄与することを目的としています。

目的

事業
内容

1.家畜及び畜産物の価格安定対策及び畜産経営
体の経営安定に関する事業

2.家畜及び畜産物の生産振興並びに流通合理化
に関する事業

3.畜産物の消費促進に関する事業

4.畜産に関する調査研究及び講習会に関する事業

5.畜産技術及び経営の指導に関する事業

6.畜産に関する宣伝及び情報の収集・提供に関す
る事業

7.家畜の伝染病の予防及び家畜衛生の向上支援
に関する事業

8.その他、本公社の目的を達成するために必要な
事業

沖縄の畜産を応援

ま～さんだより
創刊号
Dec.  2 0 2 4



肉用子牛生産者補給金制度を活用して
経営の安定を図ろう！

「肉用子牛生産者補給金制度」とは、子牛価格が低落した場合でも
生産者のみなさんが安心して経営が続けられるための制度です。

● 契約締結
生産者は、農協（JA）を通して沖縄県畜産振興公社と「生産者補給金交付契約」を結びます。
※加入手続はいつでもできます。

 個体登録申込（※個体を制度の対象とするためには必須）

所有する肉用子牛が満２ヵ月齢に達する日まで（満２月齢－１日）に農協（JA）に
肉用子牛個体登録の申込みを行い、請求に応じ生産者は負担金を納めます。

補給金制度への加入手続の流れ

契約生産者

個体登録  ※6ヵ月齢（制度の対象となる）

申込 申込受付

事務委託先
（農協）

公社

個体登録に
必要なもの

個体登録申請書（指定様式）
授精証明書（出生を示すもの）

●1
●2

生産者積立金の額（1頭あたり）令和2年4月1日より適応

区分 

生産者積立金

※うち生産者負担金

黒毛和種 乳用種 交雑種

1,600円 6,800円 3,200円

400円 1,700円 800円

3者契約
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● 補助金の交付

肉用子牛生産者補給金制度の仕組み

直近の生産者補給金の発動状況

四半期ごとに農林水産大臣が告示する肉用子牛の平均売買価格（品種別）が保証基準価格を下回った場合に、
その期間中に肉用子牛を販売または自家保留していれば、生産者補給金が交付されます。

● 販売の確認
【個体登録申込以降（6ヵ月齢～）】

● 保留の確認
個体登録後、満12月齢未満で販売 満12月齢以降も飼養

「牛の個体識別のための情報の管理及び伝達に関する特別措置法」
に基づき、牛の出生から牛肉として消費者に購入されるまでの追跡、
遡及を可能とするための制度です。
牛の管理者は、牛トレサ法に基づき、牛の両耳への耳標の装着と出生、
転入、転出、死亡の届出を行うことが義務付けられています。

県内家畜市場（セリ）を通して販売

12月齢以上も飼育（保留）県内家畜市場（セリ）を通さず販売
（相対、庭先）

特に手続きなし

自己申請が必要
（肉用子牛確認）

農協（JA）による
現地確認

保証基準価格

×10/10 ×10/10

×9/10

国（（独）農畜産業振興機構）から交付される
生産者補給交付金を財源

指定協会にあらかじめ積み立てた
生産者積立金を財源

肉用子牛の平均売買価格

合理化目標価格

負担割合
機構の助成  1/2
県の助成　  1/4
生産者　　  1/4

生
産
者
補
給
金

生
産
者
補
給
金

品種

黒毛和種 令和6年度 第1四半期 22,600円

時期 交付単価

牛トレサ
制度

生産者の
義務です！
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● 事業概要

● 補てんのイメージ

補てん金

契約生産者

事務委託先
（農協）

畜産公社

沖縄県和牛子牛価格安定特別対策事業
（県和牛）

沖縄県内6市場の規格雌子牛（体重が230kg～350kg）の平均取引価格が
保証基準価格（下図中の①）を下回った場合、補てん金（差額の90％）を

交付します。

ポイント
●令和6年より全契約者、積立金を納付することになりました！
●肉用子牛生産者補給金制度に基づく個体登録が行われていること

沖縄県の独自制度

積立金積立金

1.事業目的 県内の子牛価格が全国の相場を超えて低落した場合の影響緩和を目的とし、
 特に価格の低落する雌子牛へ補てん金を交付する。

2.事業の概要 ・県と生産者で1/2ずつ積立
 ・四半期ごとに県内の“雌子牛平均取引価格”と“保証基準価格（550千円）”との差額の９割を
  補てん金として交付

3. 対象農家 当事業および肉用子牛生産者補給金制度の補てん金交付契約を締結している者

②雌子牛平均
　取引価格（税込）

差額の
90%を補てん

①沖縄県保証基準価格 補てん金単価計算例

県保証基準価格①

550,000円 450,000円 100,000円 55,000円 55,000円

雌子牛平均取引価格② 差額③＝①ー② 補てん上限額④ 交付金額⑤

※補てん金単価は100未満切り捨て

令和6年度
における
変更点

①保証基準価格

②補てん金上限額

③生産者積立金単価

④積立対象者

令和5年度

527千円

なし

3,050円／頭

新規契約者のみ

令和6年度～

550千円

55千円／頭

5,000円／頭

全契約者

4.交付対象牛　肉用子牛生産者補給金制度に基づく個体登録が行われていること
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優良繁殖雌牛更新加速化事業
肉用牛の生産基盤の強化を図るため、高齢の繁殖雌牛から優良な

和牛繁殖雌牛を更新する場合に、更新実績に応じた奨励金を交付します。

肉用牛の生産基盤を強化

● 事業に参加するには
●肉用子牛生産者補助金制度交付を締結している必要があります。
●3年後の成果目標として、取組主体および交付対象者ごとに、繁殖雌牛の平均月齢の「５％以上の低下」 
  または「４か月齢以上の低下」のいずれかを設定し、達成を目指す必要があります。

● 支援内容
●期間内（令和6年1月1日～12月31日）に高齢の繁殖雌牛を出荷し、優良な繁殖雌牛を導入すること

●出荷時点で満10歳（120か月齢）以上

●遺伝的多様性に配慮した更新の取組に対し、手厚い奨励金が交付される

● 支援を受けるための注意点
●導入する牛は、満14か月齢未満（初妊牛を除く）
●更新実績は、令和6年12月31日時点で満9か月齢以上の牛が対象
●枝肉６形質（枝肉重量、ロース芯面積、バラ厚、皮下脂肪厚、歩留基準値、脂肪交雑）のうち２つについて、
   育種価または期待育種価が生産県の上位1/2以内
●1交付対象者あたり25頭まで

※黒毛和種に限る

※令和5年12月31日以前から飼養している牛に限る ※黒毛和種、褐毛和種、日本短角種、無角和種に限る

※1の詳細については、公社事業担当者や地域の
　クラスター協議会事務局にお問い合わせ下さい。

奨励金単価

10万円/頭

15万円/頭

要件

優良な若い繁殖雌牛（育種価要件の確認）

希少な父牛に由来する繁殖雌牛（育種価要件の確認）
※1

繁殖雌牛群

10歳以上

繁殖雌牛群

出荷

優良な繁殖雌牛

導入
自家保留
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厳しい状況だからこそ、
発育の良い子牛を出荷しよう！

「肥育素牛」や「繁殖牛になる予定の育成牛」に求められるのは、日齢体重（1日当たり増体量）が大きいこと！
●オス子牛 0.9～1.5kg／日     ●メス子牛 0.8～1.2 kg／日

グラフを見ると、300 kg以上が一つの評価基準で、収益に大きく影響していることが分かる。
なお、図表は省略しているが、メスでは体重250kg以上で日齢体重0.93以上、オスでは体重300kg以上で日齢体重
1.1以上あれば、市場平均より高値で取引される。

図　県内子牛セリ価格（去勢オス） 表

畜産公社みみぐすい
差がつく
知って

ポイント
●日齢体重が高いほど平均単価が高い
●しっかりと飼料を与えて、しっかりと日齢体重を上げること

体重（kg） 日齢体重（kg／日）

～199

1,516

1,766

2,012
2,086

2,135 2,096 ～199

200～249

250～299

300～349

350～399

400～449

450～499

平均

0.685

0.852

0.980

1.101

1.225

1.345

1.364

1.079200～
249

250～
299

300～
349

350～
399

450～
499

400～
449

円／kg

（R5.4月～R6.3月）

平均キロ単価 1,928

1700
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1500

1800

1900
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1,884

● 県内家畜市場において高額取引された「美百合」号の産子について
（令和5年4月～令和6年9月）

写真：美百合の産子 77.3万円の実績
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1.17
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0.97

百合安

明百合

正人

美姫

美美４

みに

いぶちゅら

しらきよ

ぷりんせす

ゆりざくら

美百合

美百合

美百合

美百合

美百合

美百合

美百合

美百合

美百合
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安福久

美国桜

幸紀雄

福之姫

美国桜

美国桜

勝早桜５

美津照重

美国桜

美国桜

平茂勝

忠富士

安福久

美津照重

勝忠平

百合茂

安福久

福華１

勝忠平

安福久

1

1
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区分

市
場 名号 体

重
日
齢

産
子

D
G父

母の
父

母の
祖父

セ
リ
月

合計額
（税込、円）

序
列

メ
ス

あらゆる血統で

好成績を連発している

今後に期待できる

現場
の声！
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「ま～さん印」は、沖縄県産の食肉、鶏卵およびそれらの副産物、加工品に貼ることができるシール。
このロゴマークには「安心して食べてほしい」との願いが込められています。

「ま～さん印」おかげさまで30周年！

1992年 ま～さん印 誕生※当時は、牛、豚、鶏の種別で考案
1994年 ま～さん印（食肉版）※畜種に問わず統一
2006年 ま～さん印（たまご版）作成
2013年 ま～さん印（食肉版）、ま～さん印（たまご版）商標登録
2014年 香港にて「ま～さん印」商標登録
2015年 中国にて「ま～さん印」商標登録
2024年 ま～さん印 30周年

「ま～さん印」のあゆみ

● 公社から経営コンサルタントを派遣し、“チームで支援”します。

あなたの経営の通知表（繁殖経営分析表）を見てみませんか？

《具体的な相談例》
●経営を見直してみたい
●母牛更新したいけど、どれにしようか
●母牛１頭あたりの経費が知りたい
●経営の中でどこが悪いのか知りたい
●他の経営と比較してほしい
●飼っている母牛の情報のまとめ方を教えてほしい

生産者の１年間のセリ実績から
分析できます！

ひと目で“県産”とわかると大好評

（経営コンサル事業、肉用牛経営緊急サポートチーム）

③子牛販売実績分析表（指数）

⑧総合評価

Q. 手続きは？

A. 様式を提出してください。

Q. どこに？

A. 各所管家畜保健衛生所
　 （地域経営サポート）に
　 ご相談ください。
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参加者
の声

２種類のCMを琉球放送、沖縄テレビ、琉球朝日
放送にて、令和6年5月30日（木）から7月31日
（水）まで放映しました！

おきなわ畜産農家
応援プロジェクトCM制作

令和6年9月20日に行われた「女性の主張中央大
会」で鶏卵提供と意識調査を実施。「ま～さん印」
のPR、県産畜産物の認知度向上と消費促進を図
り、飼料資材高騰による影響を受けている生産者
を支援するため、参加者へ理解醸成活動を行いま
した。

「女性の主張中央大会」で鶏卵提供

令和6年8月31日（土）9月1日（日）の2日間、豊崎
美らSUＮビーチにて販促活動を実施。畜産農家
が丹精込めて育てた沖縄県産のお肉、卵、牛乳
が県内で製品になって、安全・安心・新鮮な状態で
提供されるということ、昨今の配合飼料や生産コ
ストの高騰による状況への理解、県民に県産牛肉
のおいしさを知ってもらい、販売拡大につなげよ
うとイベントを開催しました。

「ま～さん印」30周年特別企画第2弾
「県産和牛を食べて、畜産農家を応援！」
を実施

販売促進の取り組
み

おいしい！

豚肉は必ず

県産を買っています

飼料等高騰で

大変かと思いますが、

がんばって下さい！

物価高騰の中、

値段を気にしながらも

安心・安全も大切にしたいと

思っています。

成長期の子ども達には

栄養もおいしさも必要です。

生産者のみなさんには

感謝です。

食べてみたら、

おいしかった

県産にこだわって

使っています

寄せられた
ご意見

ま
～
さ
ん
だ
よ
り

沖
縄
の
畜
産
を
応
援

“ま～さん”な取り組みをご紹介

1.県産！畜産！ま～さん！月間
　毎年11月を「県産！畜産！ま～さ
ん！月間」として、消費者に県産食
肉・鶏卵・牛乳等の魅力を伝え、11
月29日の「うちな～いい肉の日」
を中心とした消費促進キャンペー
ンを実施。懸賞キャンペーンは大
人気で、毎年7000通以上の応
募があります。

2.ま～さん市場
　毎年1月頃に開催される
「おきなわ花と食のフェス
ティバル（主催・沖縄県、
JA）」内に、県産畜産物の
販売ブース「ま～さん市
場」を設置。12～13の生産
者団体が出店し、県産食
肉、たまご、牛乳、畜産加
工品を販売しています。


